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　昭和27年8月，中央気象台研修所予報科，観測科の実修紳が富雲山の気象を対象として実確さわ』た

が，。初際，富士山の夏雲の発生過程の目視観測輪わ航行われた，富士山嬢側に位置康船鞭測

蝿勤翻噸した蘇聴ま考～なか？ゆで院全姻雲の鶏過程を観測出来た似．奔陥の1

回だけであ づた．．この報告は，．その時の観測資料を基としてま、とめたものである一・

　　8月15日の気象状態　　この日雲の発生初期の6時

頃から9時頃迄の間風は弱く・・山の附近を除いて全天砥

　とんど雲なく，山頂の日照時間は100％を示していた，

　なおこの日の夫気図にょると・台風が沖縄附近に溌り・

’高気圧は北海道南東海上乳小笠凍東方海上および満州に

．あって，日本海は気圧の谷になっていて，関東附近は天

気は良いが，本邦は全艀に不安定な場にな？ていたよう

　である．

第1図　富士山地形図

山雲の発生過程
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写真．1
牛前61時10分頃，本栖湖，精進湖の方角の峠から厚み爾擁ぐ薄ヤ・層雲軍准して来るドその・

高さは竜鳩（第iのコナ）一大室山（第2のコブ）噸上よ1り低v・φで・…血（海抜＞前後

であろう．この雲は片蓋山（第3のコブ）附近で千切れズ薄ぐ抵弼次第に消えて行く・，

写真　2
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，前の層雲φ上方ヒ吏kもう｝層の層雲が東進して来た，その高登は竜ケ漁の頂

上』よら坊に見られ初で』ユ5・・m（海抜）前後と推矯漁この雲瞳ケ騨移
乏千動れて小さくなφ，：大室山とめ中間で一ド降し，下麿の層雲に合流iし始めたq

＊気象庁予報部予報線＊＊こ城果につし・ては研修所から発表諏ゑ予定のところ・’当時の担当教餉移動
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島田技官に画き直して貰った．
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富士山の夏雲の発生過程

1写真　3 6時40分，層雲は上昇し始め，西方から薄れつつ千切れ，残った一部は船津から見て，正

面と思われ’る位置で徐々に消失した．
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1写真　4

幣目醜し
凡麗生

7時頃，正面の7合目附近に積雲発生．極めてゆっくり西に移動．下層の層雲消失し始め

る．
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写真5．6

二19与6年9月

5亡

α（4働勲捌）

7時5－12分頃，積雲次第に成長．この雲の発生は極めて地表に近いちしく，その場所は

この時刻に太陽の直射する位置のようである．吉田口登山道の東側にも積雲ポツポツ現わ

れ始めた．裾に近く層雲東側から廻って来て，急速に拡がる．
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富十：山の夏雲の発生過程
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写真　7 7時16分頃，正面の海抜1500m附近に片積雲発生，ゆっくり東に移動，この雲の成長速度

は頂上附近の雲の成長速度よりも可成り早い．

写真　8

詰

ラ1緊

7時40分，頂上と下層の雲はそれぞれ纒まって二層の雲となり，上層の雲は西に，下層の

雲は東に，ゆっくり動いている．下層の雲は上昇もしている。
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写真9，10 7時50分以後，上下両層の雲は合併したが上剖の動きは西向で山体から離れる附近では幾

分上向きの傾向がある．下部の雲は東の裾よりは東向き，西裾よりは酉向きにi動しい風い

る．
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写真　11 8時30分頃・下部から上部迄ゆっくり西に動く．雲底は3合目（海抜約⑱00m位）

　富士山附近の気象状態　　この日の山体をとりまく気

、流は第1表に示すように，表側の裾近くは南寄りの風で

2～5m／sec，太郎埼（海抜約で1500rp）より上では東寄

りの風となり，風速も弱く4m／sec以下である．裏側に

当る船津（海抜約860m）は西寄りの風で5m／sec以下，

御庭（海抜約2400m）では6時頃i迄は，南の風で弱く，

その後静穏となり・9時レ；は北東の1・5m／se吐なって“

る．

　　　　　　　第1表山体附近の風

はこの五合五勺と七合八勺の昇温率の最も大きい時間内

である．湿度の高度分布は6時には，太郎場≧御殿場の　　　覇

間に極めて湿潤で，これは層雲の存在と一致している．

太郎坊より上では急速に減少し，七合八勺より上では再

び僅かではあるが増加している．とごろが7時以後は御、

殿場から五合五勺迄減少し・それより七合八勺迄増加し

ており，特に7時と8時にはその増加の割合は他の時間
に比して極めて大き，くなっている．・「七合八勺より上では　ア

又減少している．

’御殿場

太郎坊
五合五勺

七合八勺

山　　頂

船　　津

御　　庭
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　　第　2　表

太郎坊測風観測

　次に山体附近の自由大気中の気流は太郎坊（6時30分

飛揚）と船津（・g時40分飛揚）リパイロット観潮（第2

第3表）から知れる．（但し表中観測高度は現地からの

高度を示す。）先ず太郎坊では全層を通じて風速は弱

く，下層は南東の風，2000米（海抜）附近は南西の風で

あったものが2300米（凡そ五合目）附近からは急に東寄

りの風となり・山頂附近迄ずっ．とこの風が吹いている．

1叉船津では1300米（海抜）位迄は西寄りの風で1500米位

で一時北風が入ったが，それより上では2200米位迄再び

西寄りの風となり，2300米位から上層では東風となって

いる．風速は矢張り各層を通じて弱い。

　第2図嫡御殿場・木郎場・，五合五勺・七合七勺・串頂

の地上観測悼よゆ作成し牽状態曲線と渥度の分布曲線の

時間変化を示す．この図を見ると気温の上昇は御殿場で

な7時から8時，太郎坊では6時から7時，五合五勺で

は毎時平均してるが6時と7時，七合八勺では7時と8

時，山頂では8時と9時の間が夫々昇温率が大となって

いる．七合目附近で積雲が発生して急速に成長した時刻
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　　　第　3　表

船津測・風観測
高　　度
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896

1156
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合五勺迄は僅かに湿潤不安定を，五合五勺より上では・

この不安定度は急に増』している．

従って何らかのシ・ックに依り上昇気流を生じた場合

に最も早く雲を形成するのは五合五勺より上である．更

に各高度の凝結高度を求めると第4表の様になり・早朝

　　　第4表凝結高度の変化（mbで現わす）
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　　　　　第2図　エエ・グラム

御殿場，太郎坊等の地上観測値がら得られた

状態曲線（右）および灘度分布（左）

30． 御　殿　場

太　郎　坊
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　第2図は自由大気中の状態曲線ではないが，当時山体

附近の自由大気中のゾンデ観測賓料がなかったため・又

山雲が山体に極めて近い大気中と発生すること・6合目

附近から上は樹木もなく地物の影響が少いこと，前述の

ように自由大気中と山体の風の状態がほとんど同じであ

ることから考えて，一応自由大気におけると同様な考え

で，山体附近の安定度を見る．6時には太郎坊より下の

高度では顕著な湿潤不安定を示し・五合五勺より上では

湿潤不安定になっている．7時以後は御殿場と太郎坊間

の高度では殆んど湿潤中立か安定を示し・太郎坊より五

時には御殿場と太郎坊の凝結高度が最も低いが時間と共

に凝結高度が高くなり，逆に七合八勺と山頂の凝結高度

が小さくなって来る．特に7時と8時における七合八勺

の凝結高度が最も小さいが，この高度でも9時以後には

凝結高度は急に高くなっている．

　以上の気象状態を総合すると時間的には7時から8時

頃，高度では七合目附近において積雲が発生し・且成長

し易い条件にある．更にこの日の大気中の風速湊弱いこ

とも夏雲の発生に好適であったようである．
．一－－．．．．一一ロ．．一一一一一書．．一．一．．一＿．＿．＿．＿、一一・一・・”・一一噂一・一・・…”・8・韓一……一一・…・…一一麟一…一一一8ロ”””’一皿ロ皿’ロ’”””ロ”’”’一”””一””一置’”「’”皿一’露「

あったように聞いているが，この著書ではむしろ綜合報

告と論文の中問という感が深い．冒頭に評論といったの

はこの意昧である．しかし，この点は著者もはしがきで

述べているように本講座の頁数の関係が大きいであろ

う．曙

　つぎに，これも著者がはしがきで述べていることでは

あるが，日本の気候に関する研究の紹介が比較的少ない

ことである，荒川博士，福井博士の研究なども若干は紹

介されており，評者の研究も紹介されていることは光栄
」
で
あ るが，そのほか二，三のものしか紹介されていな

い．これは本書の狙いがSingularityのような最近の気

候学での問題に中心をおいた為であり，当然の帰結でや

むおえないことではあろうが少しさびしい．

　つぎに汎天候の紹介に際しElliotの天気図分類のこ

とが全然紹介されていないのは不思議な気がする．また

ほんの一，二例ではあるが，専門の違いであろうか用語

にも不適当と思われるものがあり，内容がつかみかねる

ものがある．6頁気温経日変化というのがその一例で・

前日差の絶対値の平均を示すものであろうか．

　どうも少し酷評をしたようであるが，これは講座の中’

の気候学という立場から評したからであり，実は評者は

大変面白く通読した．ごく新らしいThomthwaideの気

候分類の意義など非常に興味があった。気候学だけでな

く，気象学を学ぶものにと？ては一読すタき著書であろ

う．　一　　　　　　　　　　　　　（高橋浩一郎）

ノ

匿評lr気候学」一気象学講座矢沢大二著

　　　　地人書館刊　　B6　122頁　　￥300

　本書嬬一口にいえば地理学者の書いた気候学の評論で

ある．§1気候学の発達，§2気団と気塊，§3Singula－

rity，§4天候気候学，§5夫気規則の分析，§6気候分類

に関する諸問題の六章よりなっており，終りには360ほ

どの参考文献があげられている．

　一読して感心することは著者か非常によく文献を読ん

でおられ，歴史的に個々の論文の内容がよく紹介されて

いることである．とくにSingularityに関連したことが

くわしく紹介されており，現在の気候学における問題点

がよくわかる．§4，§5なども見方によればSingularity

を別の面から観察したものともいえる．従来の気候学の

著書にのっていない汎天候の統計などがのっており，

この点で世界にもあまりない，ユニークな著書といえよ

う．

　ただ評者がこれをみて物足りなさを感ずる点は現場の

利用者がすぐつかえるような形になっていないことであ

る．歴史的に個々の論文の内容などはかなりよく述べら

れているが，現状としてはどれが一番適当かという著者

の意見があまりでていない．また福井博士の著書にみら

れるような普通の気候表とか気候図はほとんどなくゴ気

候学を生活に利用しようという人達にはあまり参考にな

らない．この講座の狙いは標準のテキストという意昧が

22 “天気”3．9
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